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４
１

事
故
故

通
事
事

交
損
身

Ｉ
物

人

警
察

で
は
、

１
１
０
番
通
報
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
オ
ン
を
活

用
し
て
、
現
場
の
状
況
を
撮
影
し
た
映
像
を
配

信
し
て
い
た
だ
く

「
１
１
０
番
映
像
通
報
シ
ス

テ
ム
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

１
１
０
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ

り
、
現
場
の
状
況
を
よ
り
詳
し
く
出
動
し
た
警

察
官
等
、
迅
速
的
確
な

「
１
０
番
指
令
を
行
い

な
い
ま
す
。

映
像
送
信
に
係
る
通
信
料
は
通
報
者

の
ご
負

担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
迅
速
的
確
な
警
察
活

動
を
行
う
た
め
、
皆
様
の
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。

四
月

中

、

辰

ヶ
浜

駐

在

所

管

内

に
お

い

て
、

家

人

留

守

中

、

無

施

錠

の
家

に
侵

入

し

、

盗

み
を

働

く

窃

盗

事

件

が

発

生

し

ま

し
た
。
犯

人

は

判

っ
て
お

ら

ず

、

警

察

は

パ

ト

ロ
ー

ル
を

強

化

し

、

捜

査

し

て

い
ま

す

。

こ

の

よ

う

な

被

害

を

防

ぐ

た

め

に
も

、

昼

夜

を

問

わ

ず

、

自

宅

に

い
る

時

も

、

必

ず

、
施
錠

す

る

よ
う

に
し

て
下
さ

い
。

○
燕
来
る
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族
の
ご
と
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も
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言
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ず
梅
本
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夫

○
廃
屋
を
覆
い
尽
＜
し
て
藤

の
花

梅
本
　
泰
子

○
こ
わ
ば
り
て
ネ
ク
タ
イ
固
し
初
出
勤

青

山
　
程
子

○
牡
丹
寺
刻
を
知
ら
す
に
法
螺
員
を森

山
　
千
代

○
ウ
リ
坊
や
参
道
真

っ
直
走
り
去
る梅

本
　
明
宏

○
言

い
す
ぎ

て
言
い
分
け
す
ぎ

て
四
月
馬
鹿

萬
谷
　
明
憲

和

歌

山

県

警

察

で

は

、

令

和

四
年

中

に

、

覚

醒

剤

、

大

麻

な

ど

の

違

法

薬

物

を

使

用

す

る

な

ど

し

た

と

し

て

一
七

四

人
を
検

挙

し

て
い
ま
す

。

大

麻

に

つ

い

て

、

「
た

ば

こ

よ

り

害

が

少

な

い
。
」

「
依

存

性

が

無

い

。
」

な

ど

と

い

う

間

違

っ
た

イ

メ

ー

ジ

が

広

ま

り

、

特

に

三

〇

歳

未

満

の

若

者

に

よ

る

乱

用

が

増

え

て

い

ま

す

が

、

身

体

や

精

神

に

深

刻

な

悪

影

響

が

あ

る

上

、

強

い
依
存

性

も
あ

り

、

極

め

て
有

害

な

薬

物

に
な

り
ま

す
。

不
法

滞

在

者

の

中

に

は

、

他

の
犯

罪

に
手
を

染

め
る
者

も

お

り
、
警

察

で
は

、

関

係

機

関

と

連

携

し

な

が

ら

、

不

法

滞

在

者

の
摘

発

や

不

法

滞

在

者

を

雇

用

す

る

悪

質

な

事

業

主

等

の

取

締

り

を

強

化

し

て
い
ま
す
ｃ

少

し

で
も

「
不

法

就

労

・

不

法

滞

在

し

て

い

る

の

で

は

？
」

と

思
う

こ
と

が

あ

れ

ば

、

ど

ん

な
情

報

で
も

構

い

ま

せ
ん

の

で
、
有

田
湯

浅

警

察

署

、

辰

ヶ
浜
駐

在

所

ま

で

お

知

ら

せ

下
さ

い
ｃ
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覚醒剤など薬物に関する相談電話 (専用)073-425-4615
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映像等フアイルを送信
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和歌山県警襄では,令和 4年中に。菫醒‖。大麻などの違法撃構を使用するなどした

として 17導入を検挙していますが。それても薬物を島用する事素は違籠えていません。

最初は好苺心で『―魔だけ」というつもりであっても。―鷹栞精に手を出してしまえ

ば。その強覆な依存瘤によって。止めたいと思っても自分の意思ではなかなか機け出せ

なくなります。

大麻について、「たばこより書が少ない。』『依存性がない。』などという間違ったイメ

ージが広まり。鶴鍾30戯未満の著者による乱脚が増えていますが。身体や需神に澤鋼

な■影響がある上。強い債書性もあり。極めて有書な業駒になります。

違法撃物は使用回数が増えると幻■や幻

"が
現れて饉

“

状饉に陥つたりするほか。穀

人や放火などの凶鳳事件を起こしたり。自分の体を僣つけたりする場合があるなど。篠

めて燿醸なものです。

橿電◎醤映像通報システム嬢儀艤彊のお顧もヽ

書凛ては。110番遍報をしていただいた方に、お持ちのスマートフォンを活用して,

現場の状況撮影した映像を目信していただく『110番映像通報システム」を運用して

います。

現場の状況をより詳しく出動した警察冒等。迅選■薔な 110書指令を行います。

映像送信に係る通信料は遍報者のご負担をおかけしますが.遜選的僣な讐裏活動を行う

ため皆様の構力をお■いします。
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箕島日常交番

◎システム利用の■れ
110番通報を受けた担当者が、その内容に応じて、現場の撮影・配信を依頼します。
通報者から同意を得られた場合、担当者は通報者のスマートフォンにSMS又はEメ ールでワンタイムU
RLを送信します。
通報者のスマートフォンカメラ機能が起動し、リアルタイムで通報者が撮影した映像を受けます。③

①
②

ヘルメッ ト着用努力義務化
遭■交通法の改正により4月 1日から自転車に乗車する臓のヘルメット着用が舞力義務化されています.
■則はありませんが。自分の會を守るためにも自転車に乗るときはヘルメットを正しく機りましょう。

自転車安全利用五則 を守 りま しょう

1 原則は車道の左側を通行
歩道は例外、歩行者を優先
2 交差点では信号を守って、安全確認
3 夜間はライ トを点灯
4 飲酒運転は禁止
5 ヘルメットを着用
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有田湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等を実施することがあります。ご協力お願いします。
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